
日本国憲法 時代や社会の要請

教育基本法 児童の実態

学校教育法 ○思いやり助け合う子(やさしさ) 保護者や地域のねがい

学習指導要領 ○命を大切にする子(やさしさ) 教師のねがい

長崎県・大村市の教育目標 ○自ら考え行動する子(かしこさ)

○郷土を知り愛する子(たくましさ)

○相手に親切にし、思いやる心の育成

○自分の住む地域を愛し、地域に学ぶ心の育成

○自分のやるべき勉強や仕事をしっかりと行うこと。

○我が国や郷土の文化と生活に親しみ、愛着をもつこと。

○相手のことを思いやり、進んで親切にすること。

・資料の選択、提示、活用などの工夫

・児童の意識調査の充実

・指導過程、評価の工夫

令和7年度　道徳教育全体計画
大村市立萱瀬小学校

笑顔・やる気・元気いっぱいの子どもの育成

思いやり、考える力、たくましさをもち、人や地域に学ぶ子

○自分のやるべきことを自覚し、最後まで粘り強くやる抜く心の育成

○身近にいる人に温かい心で接し、親切にすること。

・言語活動の改善、充実 ・人、物、自然とのふれあい

・校内掲示活動 ・各教科

・飼育、栽培活動 ・特別活動

・清掃、美化活動 ・総合的な学習の時間 ・授業の公開、開かれた学校作り

・食育、給食活動 ・日常的な活動

・図書館教育活動 　（朝の会、帰りの会、休み時間、給食、掃除など）

・地域行事への積極的な参加

学　校　の　教　育　目　標

特　別　活　動 道　徳　教　育　の　重　点　目　標 各　教　科

○学級生活の充実と向上に関わ
る活動を通して、進んで問題を解
決し、望ましい人間関係を築こう
とする態度と、集団の中で自己を
正しく生かす能力態度を育てる。
（学級活動）

○各教科の目標に基づき指導を
充実させるとともに、道徳教育に
深く関わるものを通して、道徳の
育成に努める。

○見学、実験、観察、グループ学
習、共同製作などの学習方法や
学習形態を通して、道徳性の啓
発を行う。○学校生活における諸問題の解

決を図ったり、自主的に活動に
取り組んだりすることで、実践的
な態度や協力性、思いやりの心
を育てる。（児童会活動）

各学年の指導の重点

○指導する教師の行動や態度を
通して、望ましい人間関係のあり
方感化していく。

○共通の興味関心を追求する活
動を通して、自主性と社会性を養
うとともに、個性の伸長を量る。
（クラブ活動）

○指導内容・方法の改善、充実
を図り、児童一人ひとりの感じ
方、考える力の育成に努める。

○児童一人ひとりの個性、能力
に応じた指導の展開に努めると
ともに、相互に協力し合い、励ま
し合う学習態度の育成に努め
る。

○集団活動の中で、主体的に参
加させることにより、集団への所
属感や連帯感を深め、責任感、
勤労意欲、協力性などを育てる。
（学校行事）

○自分でやろうと決めた目標に向かって、強い意志をもち　　　
粘り強くやり抜くこと。

○我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、国や郷土を愛　　
する心をもつこと。

○誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って　　
親にすること。

総合的な学習の時間
○より高い目標を立て、希望と勇気をもち、困難があって　　　　
もくじけずに努力して物事をやり抜くこと。

生　徒　指　導 ○自然体験、ボランティア活動、
地域学習などに自ら課題を見つ
け、積極的に取り組む態度を養
う。

○我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、先人の努力を　　　　
知り、国や郷土を愛する心をもつこと。

○児童相互、児童と教師の心の交
流を図り、望ましい生活習慣を身に
付けた児童の育成に努める。

○児童の行動面のみでなく、内
面に働きかける指導の手立てを
工夫する。 道　徳　科　の　時　間　の　指　導

外国語活動
○児童が意欲をもって取り組む
ことができるよう実践目標を設定
する。

　児童が、ねらいとする道徳的価値を自分の課題として受け止め、
豊かな心をはぐくみ、よりよく生きようとする意欲をもてるような時間
を目指す。

○学校、家庭、地域が一貫した
指導体制を持つための方法を探
る。

○萱小の生活のきまりや生活目
標を設定

教　育　環　境　の　整　備 豊かな体験 家庭・地域との連携

　豊かな心を育てるために、教師と児童、
児童同士が温かい人間関係を築くととも
に、心に響く環境作りをすることで、道徳
的実践意欲を高める。

　全教育活動において、道徳的実践を促したり、
道徳的実践力を培ったりするための豊かな体験
の場を充実する。

　学校、家庭地域の相互理解を深め、交
流を密にし、協力体制を整える。

・保護者、地域の方々からの人材活用
（道徳の時間、読み聞かせなど）

・学校及び学級便りの発行、相互性を持
たせる工夫

・萱瀬保育園、萱瀬中学校、黒木小学校
との連携

低
学
年

中
学
年

高
学
年

○外国人講師や外国語に堪能
な教師、地域の人などの協力を
得て、外国語に触れたり、外国
の文化に親しんだりする体験を
充実し、コミュニケーションを図る
素地を育成する。


